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ダイズに お け る ハ ス モ ン ヨ ト ウ の生態と防除
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は じ め に

ダ イ ズ に お け る ハ ス モ ン ヨ ト ウ は ， 西南暖地 を 中 心

に ， 重 要 害虫 と な っ て い る 。 本種 は 年 よ っ て は 大発生

し ， 発生予察業務 に 携わ っ て き た 筆者 自 身， 苦 い経験 を

何度 か繰 り 返 し て い る 。 ハ ス モ ン ヨ ト ウ の場合， 適期防

除 を 行わ な い と ， 被害が急激 に 進行 す る 。 こ の こ と か

ら ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ の被害 を 防 ぐ に は ， 本種の発生予察

を 的確 に 行 う こ と が必 要 不 可欠 と な る 。 よ っ て 本 誌 で

は， 主 に 西南暖地 の 秋 ダ イ ズ (7 月 上~中旬 頃播種) に

お け る ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 発生予察法 に 重点 を お き な が

ら ， 本種の発生生態 と 防除法 を 紹介 す る 。

な お 本文 に 入 る に 先立 ち ， 本稿の ご校聞 を い た だ い た

九州沖縄農業研究セ ン タ ー の和 田 節博士 に 厚 く お 礼 申 し

上 げ る 。

I 発生と 被害の特徴

1 発生源

本種の 日 本 で の 発生地域が， 1955 年 頃 か ら 拡大 し た

一要因 と し て ， こ の 頃か ら 増加 し た ハ ウ ス や ガ ラ ス 室 内

で本種が越冬で き る よ う に な っ た こ と が考 え ら れて い る

( 内 藤 ら ， 1971 ; NAKASlIJ l ， 1976) 。 一 方， 施 設 内 に お け

る 冬期 の生息密度 は 一般 に 極 め て 低 い こ と か ら ， 本種の

耐寒性 と 越冬 に 関す る 研究が行われ， 野外越冬の可能地

を 太平洋南岸 の 温暖地帯 と 推定 し た 報告 も あ る (例 え

ば， MATSUURA and NAITO， 1997) 。 一方， マ ー ク 虫放飼実

験 で は， 本 種 の 雄 の 1 夜 当 た り の 平 均 飛 行 距 離 は

3 . 5�5 . 9  km と 推 定 さ れ て い る が (WAKAMUI!A et al . ， 
1 990) ， 本種雄 の 飛来 が， 陸 地 か ら 約 500 km の 洋上 で

も 記録 さ れ て い る (例 え ば， 三 田 ， 1968) 。 ま た ， 台風

通過前後 な ど に ， 北部お よ び南部九州 で は 同 時 に 突発的

に フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プで の 捕 獲 数が増加す る (MURATA

et al . ， 1 998) 。 こ れ ら の こ と か ら ， 海外か ら の 長距離移

動 も あ る の で は な い か と 推定 さ れ， そ れ を 裏付 け る た め

に ， 本種の 中性脂肪含有量の発育 に 伴 う 変動や餌の影響
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な ど に 関す る 生理的研究 も 進 め ら れて い る (例 え ば， 藤

(康， 1987 ; !TOYAMA et al . ， 1999) 。

2 被害の特徴

本種の卵塊 は ， ダイ ズ の葉裏 に 産卵 さ れ， ふ化幼虫 は

卵塊の周 辺 に 群が っ て 摂食 す る 。 こ の 集合 し た 若齢幼虫

の食害の た め ， 産卵葉 と そ の 周 辺葉 が 白化す る 現象 が み

ら れ る (宮原， 1979) 。 こ れ ら の 葉 は 一般 に 白 変葉 と 呼

ばれ， 本種の 防除 を 行 う う え での 重 要 な 指標 と な る 。 幼

虫 は 3 齢頃か ら 分散す る 。 そ の 後齢期が進 む に つ れ摂食

量が増加 し ， 全幼虫期間 に 占 め る 6 齢幼虫 の 摂食量 は ，

80%以 上 と な る ( 岡 本 ・ 岡 田， 1968 ; 片 山 ・ 佐 野，

1989) 。

ダイ ズ お い て ， 斉藤 ら ( 1 983) は ， 本種の 1 齢幼虫の

要防除水準 を 試算 し て い る が， 防除対象 と な る 若齢幼虫

か ら ， 食害量が急増す る 老齢幼虫へ の 生存率 は ， 各種条

件で大 き く 変動 す る 。 こ の こ と が， 本種の防除要否の判

断 を 困難 に し て い る 。

3 ダイ ズ に お け る 発生消長

北部九州 に 位置 す る 佐賀 県 の 秋 ダ イ ズ を 例 に と る と ，

標準掃 き の場合， 7 月 上旬 に 播種， 8 月 中~下旬 か ら 開

花期， 9 月 上 旬 か ら 爽伸長期， 9 月 中 旬 か ら 子実肥大期

と な り 1 1 月 上句 に 成熟期 と な る 。 こ の よ う な 西南暖地

の秋 ダイ ズ に お げ る ハ ス モ ン ヨ ト ウ の発生消長 に つ い て

述 べ る 。 小 山 ( 1 986) は ， 秋 ダ イ ズ に お い て 本種 は，

8�9 月 頃 に か り て ， ほ ぽ 2 世代 を 経 過 し ， 年 に よ っ て

は二つ の 世代 が連続 し て 区別 し に く い こ と が あ る と し て

い る 。 佐賀 県 で も 通常 8 月 中句頃か ら ダイ ズ で幼虫 の 発

生が見 ら れ る (早播 き ダ イ ズ で は 少 し 早 い ) 。 そ の後， 9 

月 に再び幼虫の増加が見 ら れ る 。 こ の こ と か ら ， 本 県 の

ダ イ ズ に お い て も ハ ス モ ン ヨ ト ウ は 基本 的 に 8�9 月 に

か け て 2 世代 を 経過す る と 考 え ら れ る 。

ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 発育限界温度 は 約 1O"Cで あ り ( 岡

本 ・ 岡 田， 1968 ; MIYASI I ITA ， 1971 ) ， 卵 か ら 羽 化， 羽 化

か ら 産卵最盛期 ま で有効積算温度 は， そ れぞれ約 526 日

度 (MIYAS I I ITA， 1971 ) ， 約 102 日 度 ( 中 筋， 1 975) で あ

る こ と が明 ら か に さ れて い る 。 し か し ， 前述の と お り 本

種の主 と な る 発生源 に つ い て は ， 多 く の説が あ り ， 決定

的 な 要因 が不足 し て い る の で， 有効積算温度 の起点 目 が

絞 り き れ な い の が現状で あ る 。 こ の た め ， 有効積算温度

を 用 い た ， 本種の発生時期 の 予察法 は 確立 し て い な い。
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E 発 生 予 察 法

1 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの特性

ハ ス モ ン ヨ ト ウ の フ ェ ロ モ ン ラ ッ プ の 特性 を 表一 l に

示す。 こ の よ う に ， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プでの捕獲数 は，

ト ラ ッ プ の 設 置 条 件 や 気 象 条 件 に よ っ て 変 動 す る 。 ま

た ， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ は ， 野外 に 存在す る 雌成虫 と の

競合 に よ る 誘 引 で あ る た め ， 野外の生息数が増加す る と

ト ラ ッ プでの矯獲増加時期が実際 よ り 遅れた り ， ト ラ ッ

プの捕獲効率 (生息数 と 捕獲数の比) が低下す る 傾向 が

あ る 。 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を 害虫 の 発生予察 に 利用 す る

場合， ト ラ ッ プの捕獲効率が高 い こ と よ り も ， む し ろ そ

れが一定 で あ る こ と が重要であ る ( 中村 ・ 玉木， 1983) 。

と か ら ト ラ ッ プ捕獲数の増加時期 は ， 白 変葉 の増加時期

と 比 べ， ほ ぽ 同 じ か や や 遅 れ る 傾 向 が 見 ら れ た 。 8�9

月 の ハ ス モ ン ヨ ト ウ の卵期間 は 2�4 日 で あ り ， 産卵時

期 は 白変葉出現時期 よ り 先行す る 。 こ の こ と を 考慮す る

と ， 上記の調査結果 は ， ト ラ ッ プでの捕獲 ピ ー ク が産卵

ピ ー ク よ り 遅れ る と い う こ れ ま での報告 と 一致 し て い る

(表 1 参 照) 。 ハ ス モ ン ヨ ト ウ の よ う に ト ラ ッ プ捕獲 ピ

ー ク と 産卵 ピ ー ク と の 間 でずれが見 ら れ る 種で は ， ト ラ

ッ プでの捕獲数か ら 産卵時期 や ふ 化時期 を 予測 す る こ と

150 

J雨 l阻}j豊
数

-0- トラッ7' 誘 殺 数 ( 箱 !日 乾 式 ト ラ ヅ7' ) 

し か し 実際の ト ラ ッ プでの捕獲数 は ， 様々 な 条件で変動 頭 50

す る の で注意が必要で、 あ る 。

2 発生時期 の予測
0 
8/1 8/ 1 1 8/2 1 8/3 1 9/ 1 0  9/20 9/30 

本種の 発生時期 に つ い て は ， 現在の と こ ろ ， ダイ ズ の

白変葉 あ る い は フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プでの捕獲推移 に 基 づ

く ， 短期 的 な 予察が行わ れ て い る 。 1999 年 お よ び 2000

年の佐賀県 に お け る フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プでの捕獲数 と ダ

イ ズ の 白 変葉 の 出 現 時期 と を 図 1， 図 2 に 示 す 。 両 年

と も ， 白 変葉 は 8 月 中~下旬頃 と 9 月 中~下旬頃 に 増加

し て い る が， 発生が増加 し た 9 月 の 白変葉 と ト ラ ッ プ捕

獲数 と の 関係 を 見 て み る 。 調査 を 行 っ た 2 闘場 に お い て

共通 に 白 変葉が急激 に 増加 し た 時期 は， 1999 年 は 9 月

13 日 か ら ， 2000 年 は 9 月 14 日 か ら で あ っ た 。 一方 フ ェ

ロ モ ン ト ラ ッ プ で の 捕 獲 数 は ， 1999 年 は 9 月 16 日 か

ら ， 2000 年 も 9 月 16 日 か ら 急激 に 増加 し た 。 以上の こ

蚕 l∞ I
名�
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図 ー 1 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ での成虫捕獲数 と ダ イ ズ での

[' ， 変Ji1l数の推移 ( ]999 年， 佐賀 県)
注) ト ラ ッ プ捕獲数 は段業セ ン タ ー 内 に 設慣 し た ， 箱
型乾式 ト ラ ッ プ 2 1闘 の 平均値， 白 変 葉 は 農 業 セ ン タ
ー 内 の 無 防 除 で管理 し た 秋 ダ イ ズ 2 閥 場場 (A， B 

闘場 と も 7 月 13 日 機種 の 品種 む ら ゆ た か) で調査。

表 ー 1 ハ ス モ ン ヨ ト ウ の プ エ ロ モ ン ト ラ ッ プの特性

項 目 ト ラ ッ プの特性

ト ラ ッ プの設置場所 捕獲数 は ， 野菜畑 な ど 開 け た場所 に 設置 さ れた ト ラ ッ プで多 く ， 樹木の下 な ど 閉鎖 さ れ た 場
所 に 設↑泣 き れた ト ラ ッ プで は 少 な い ( H I I�ANO， 1976) . 

ト ラ ッ プ を設置す る 高 さ 捕獲数 は， 棟地では地 f'. 1 m 位， 作物の あ る 場合 は作物の葉上 O . 5�1 m の 高 さ に 設置 さ れ た

ト ラ ッ プで多 い (橋田 ら ， 1 975 : 小山， 1985) . 

ト ラ ッ プでの捕獲数 と 気温 捕獲数 は 、 夜間の気温が約 18�22"Cで最 も 多 し こ れ よ り 気温が低 く て も 高 く て も ， 捕獲数
は 減少 す る (堀切 ら ， 1975 : 小I I.J ， 1 985) . 

ト ラ ッ プでの捕獲数 と 風速a) 捕獲数 は， 夜間の平均風速 が約 1 . 5�5 m/s の と き に 多 し > (例 え ば， 小 山 ， 1 985 : 北村， 1 984 ) . 

ト ラ ッ プの有効�密閉叫 季節変動があ る が半径約 1 �5 km の 区域 と 考 え ら れ る (小山 ・ 新村， 1 976 : W AKAMlI l�A et a l . ， 
1 990) .  

ト ラ ッ プでの捕獲時期 と 野外での生息数が多 く な る 8 月 以降 は ， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プへ の捕獲 ピ ー ク は， 野外 に お け

実際の闘場での発生時期 る 産卵 ピ ー ク よ り 遅れ る 傾向 を 示す (宮原 ら ， 1977 : 堀切 ら ， 1 978 : 若村， 1991 ) .  

ト ラ ッ プでの捕獲数 と 野外でのnê息数が多 く な る 8�日 月 は フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの捕獲効察が低下 す る (小山 ・ 務村，

実際の闇場での発生設 1 976 : WAI(AMlIRA et a l . ，  1990) . 

a) フ ェ ロ モ ン の有効距離 は風速 1 . 3 m/s の と き に 最 も 長 七 風下側約 60 m と な る が (NAKAMlI l�A and KA\\'ASAKI ，  1 977) ， 
成虫の飛淘 に よ る 行動範囲 の 変動 に n い ， こ の よ う な値 と な る .
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4ートヲッ7" 捕 j聾 数 ( 77l.JI，式 トヲッ7" ) 
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図 - 2 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プでの成虫捕獲数 と ダ イ ズ で の
白 変葉数の推移 (2000 年， 佐賀 県)

注) ト ラ ッ プ捕獲数 は農業セ ン タ ー 内 に 設置 し た ， プ

ア ネ ル 式 ト ラ ッ プ 1 個 の 値， 白 変葉 は 農業セ ン タ ー

内 の 無 紡除 で管理 し た 秋 ダ イ ズ 2 圃場 (A 圃場 : 7 

月 12 日 播 種. B 聞 場 : 7 月 1 8 日 播種， 両 圃 場 と も
品種む ら ゆ た か) で調査。

は 困難 で あ る ( 中 村 ・ 玉 木， 1983) 。 こ の こ と か ら ， ハ

ス モ ン ヨ ト ウ の発生時期 の 予察 は ， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

だ け で な く ， 圃場での 白 変葉調査 と 組み合わ せ て 行 う こ

と が重要であ る 。

3 発生量の予測

ハ ス モ ン ヨ ト ウ は発生量 の 年次変動が大 き い害虫であ

り ， 夏期が高温， 少雨で経過 し た 年 に 多発生す る こ と が

知 ら れ て い る 。 図-3 に 各 年次 に お け る 日 最低気温 の 平

均値 と ハ ス モ ン ヨ ト ウ に よ る ダイ ズ の 被害度 と の 関係 を

示 す が， 両者の聞 に は 高 い相闘が見 ら れ る 。 ち な み に ，

最 も 高 い相聞 を 示 し た 夏期 の 最低気温 (ハ ス モ ン ヨ ト ウ

が夜行性で あ る こ と に起因 す る と 推測) 以外 に も ， 最高

気温， 平均気温 も 被害度 と の 聞 に 高 い相闘があ り ， 夏期

の 降水量 は被害度 と 負 の相闘があ る (菖蒲 ら ， 1995) 。

例年， 野外でハ ス モ ン ヨ ト ウ の発生が 目 立 ち 始 め ， フ

ェ ロ モ ン ト ラ ッ プでの捕獲数が急激 に増加 し 始め る の は

8 月 であ る が， こ の時期以降の発生量の 年次変動が大 き

い 。 こ の た め ， 6�7 月 ま で の ト ラ ッ プで の 捕獲数 が少

な い 年で も ， そ の後の 気象経過な ど に よ っ て は 8 月 以降

の ダ イ ズ の 被害が大 き く な る (菖蒲 ら ， 1995) 。 こ の こ

と 以外 に も ， 注意す べ き こ と が あ る 。 野外の生息数が増

加す る と ト ラ ッ プの捕獲効率が低下す る こ と や気温が約

22'C以 上 で ト ラ ッ プ の 捕 獲 数 が 減 少 す る こ と で あ る

(表ー 1 参照) 。 本種 の 生息 数 や 気温 は， 季節変動 と と も

に 年次変動 も 大 き い。 よ っ て ト ラ ッ プの捕獲効率 は， 年
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図 - 3 各 年 次 の 優 低 気 温 と ダ イ ズ の 被 害 度 と の 関 係
( 1 980�98 年)

注) ダ イ ズ の 被害度 は 9 月 中~下旬 の ダ イ ズ の程度別
発生面積か ら 算出。 図 中 の 数字 は 西暦 ( 1 900 年代)
の 下二桁の年数 を 示 す 。

ω l '90 
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。 500 1 .000 1 ，5∞ 2.醐 2，5∞ 3.醐 3.5∞ 4;∞o 4.5∞ 5.0∞ 
8 - 9 月 の 7エロモン ト ラ ッ7" 捕獲数 ( 頭 )

図 - 4 各年次の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ捕獲数 と ダ イ ズ の 被
害度 と の関係 ( 1983�98 年)

注) 農業 セ ン タ ー 内 に 設置 し た 2 個 の ト ラ ッ プ の 値
と ， 県 内 全域 の ダ イ ズ の 被害度 と の 関係 を 示 し て い
る が， ト ラ ッ プ の 数 を 僧 や す か ダ イ ズ の対 象 面積 を
狭 く す る と ， 両者の相関 は よ り 高 く な る と 恩わ れ る 。
他の図中の説明 は 図ー3 に 準 じ る 。

に よ っ て も 異 な る 可能性 が 高 い 。 8�9 月 の ダ イ ズ の 被

害 は 大 き い が， 8 月 頃 ま での フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プで の 捕

獲数が被害の割 に 少 な い 年 が あ る (北村， 1 984 ; 小山 ，

1986 ; 菖蒲， 1995) 。 図-4 に フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ捕獲数

と 被害度 と の 関係 を 示 し た が， 1983， 90，  94 年 な ど が

そ の例 で あ る 。 こ れ ら の年 は ダ イ ズ の被害が大 き く (実

際の生息数 は 多 い ) ， 8�9 月 の 最低気温が 22 . 5'C以上 と

高 く な っ て い る (図ー3 参照) 。 こ れ ら の こ と は， ハ ス モ

ン ヨ ト ウ の 実際の生息数が多 く 気温が高 い 年 ほ ど， 両者

が複合 的 に フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの 捕獲効率 を 低下 さ せ，

ト ラ ッ プの捕獲数が実際 よ り 少 な 目 に な る 可能性 を 示唆

し て い る o

フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ は ， 本種の発生量の予察 に も 広 く

活用 さ れて お り ， 佐賀 県 に お い て も 同様であ る が， 上記

の点 に は 注意が必要で あ る 。 ま た ， 佐賀 県 に お け る ダ イ
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表 - 2 ハ ス モ ン ヨ ト ウ の発生予察法の ま と め

調査 (解析) 項 目 ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 予察法 注意す べ き 事羽

ダ イ ズ 圏場での 白変葉の発生時期 と 鐙か ら ， 本種 精度 は 高 " が， 労力 を 要 す る . 白 変主主 は 急激 に 増加す る こ と が多
白 変葉調査 の 発生時期 と 批 を 把握す る . い の で， 調査回数 を 多 く し ， 正確な発!t二数 を 調査 す る .

フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ
捕獲増加時期 と 捕獲数か ら ， 本種 調査回数 に つ い て は 同 じ 調査 は省力的であ る が， 特 に 日�9 月 は，

での捕獲数調査
の お お ま か な 発生時期 と 識 を把鍛 ト ラ ッ プでの捕獲榊加l時期が実際 よ り 遅れ， 捕獲数 も 実際 よ り 少
す る . な い 可能性が高 い (特 に 高温多発生年) .

こ れ ま で の 気 象 経 過 や 気 象 予 報
夏期が高温少雨で経過 し た 年 は ， 本種が多発生 し ， 発生時期 も や

気 象
(気温， 降水泣) を把握す る .

や早 ま る と 考 え ら れ る の で. 8�9 月 の 気 象経過 に は 十 分 注 意 す
る . 近年の 高温傾向 で， 本種が多発生す る 頻度が高 く な っ て い る .

ダ イ ズ の 生育
各地域 (闘場) の ダイ ズ の播種期 生育 ス テ ー ジ が進 ん だ ダ イ ズ画場で. [1 変葉が早 く 出現 し や す い.

お よ び生育概況 を把援す る . ま た ， 本種は ダ イ ズ の 生育が良好 な 年 に 多発生 し や す い.

ズ 圃場での 白 変葉調査 は ， こ れ ま で主 に そ の 出 現時期 の

把握 に 重点が置かれて い た 。 白変葉の発生量の評価 は ，

こ れ ま での経験 に 基づい た ， か な り お お ま か な も の であ

っ た 。 今後 は ， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの 調査 デー タ だ け で

な く ， 白 変葉 の 発生量 の 多 少 を 具体的数値 と し て 把握 し

て い く こ と で， 本種の発生量 の 予察精度が向上す る と 思

わ れ る 。

4 発生予察の ポ イ ン ト

表-2 に ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 発生予察手法 を ま と め た 。

ハ ス モ ン ヨ ト ウ の発生予察 は ， 本種の発生状況 ( 白 変葉

お よ び ト ラ ッ プ調査) . 気象経過 お よ び ダ イ ズ の 生育状

況の面か ら 総合的 に 行 う こ と が重要 であ る 。

皿 防 除 法 な ど

1 薬剤防除

ダイ ズ の ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 防除 に 用 い ら れ る 主 な薬剤

は， 粉剤で は 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 な ど， 液剤 (水和剤，

乳 剤 な ど) で は， カ ー パ ー メ ー ト 剤 や IGR 剤 な ど で あ

る 。 本種 は ， 畑作物だ け で な く ， 野菜類お よ び花 き 類の

重要害虫 で あ る た め ， 全国各地で本種 の薬剤感受性が行

わ れて い る 。 こ れ に よ る と ， 同一地域 に お い て も 薬剤感

受性の異 な る 個体群が混在 し て い る 場合が多 い が， カ ー

パ メ ー ト 剤 で あ る メ ソ ミ ル お よ び各種合成 ピ レ ス ロ イ ド

剤 に対す る 感受性の低下が各地で報告 さ れて い る 。

ハ ス モ ン ヨ ト ウ の幼虫 は， 齢期が進 む に つ れ殺虫効果

が低下す る 。 ま た 老齢幼虫 は 夜行性 と な り ， 日 中 は土 中

浅 く ま た は葉 の 重 な り あ っ た 所 に 潜入 し て お り ， 防除が

困難 に な る 。 さ ら に 薬剤 に よ っ て は感受性の低下が報告

さ れて い る の で， 本種の 防徐 は 若齢幼虫 時 に 行 う こ と が

極 め て 重要 であ る 。 本積の ダ イ ズ に お け る 防除適期 は，

ダ イ ズ 圃場 に お い て 白 変葉が散見 さ れ る 時で あ る (例 え
ば， 小 山 ， 1986 ; 菖蒲， 2000) 。 前述 の と お り ， 白 変葉

の増加時期 は 8 月 中~下旬頃 と 9 月 中~下旬頃 に 見 ら れ

る 場合 が 多 い が， 気 象 条 件 の 違 い な ど で 年 次 変動 が あ

る o ま た ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ は l 回 目 の適期防除 を 行 っ て

も ， そ の後 の 追加防除 の 必 要 回 数 は 年 に よ っ て 異 な る 。

表-2 に 示 し た よ う に ， 発生予察 を 総合 的 に 行 い ， 防 除

が必要 と 判断 さ れた 場合 は ， 早 急 に 追加防除 を 行 う o ま

た ， 爽伸長期以 降 の 防除 に つ い て は ， カ メ ム シ類 な ど と

の 同時防除 も 考慮 し て ， 適切 な 薬 剤 を 選択 す る 。

2 天 敵 な ど

ハ ス モ ン ヨ ト ウ 幼虫 は ， ダ イ ズ 圃場 に お い て 緑 き ょ う

病菌 に よ る 感染死亡が見 ら れ る (浅 山 ・ 大 石， 1 980) 。

ま た ， 本種の寄生性天敵 と し て 各種の卵 あ る い は幼虫寄

生峰， ブ ラ ン コ ヤ ド リ パ エ な ど， 捕食性天敵 と し て ク モ

類， ア シ ナ ガ パ チ 類， ゴ ミ ム シ 類， ハ サ ミ ム シ類， コ オ

ロ ギ類， ニ ホ ン ア マ ガ エ ル な ど が報告 さ れ て い る (例 え

ば， 山 中 ら ， 1972 ; 中 筋 ら ， 1973) 。 ハ ス モ ン ヨ 卜 ウ が

害虫化 し た 原因 の 一 つ し て ， 殺虫剤散布 な ど に よ る 天敵

相 の 大 幅 な か く 乱 が 考 え ら れ て い る ( 中 筋， 1 975 ; 

N^K^SUJ I ， 1976) 。 各種天敵類の保護の た め に ， 不必要 な

防除 は 控 え る と と も に ， 天敵類 に 影響 の 少 な い IGR 剤

の積極的 な 活 用 が 重 要 と 思 わ れ る 。 た だ し IGR 1tiJ は カ

メ ム シ類 な ど の子実害虫 に は 防除効果が期待で き な い 。

今後 は， 天敵相 の保護 と 主 要害虫 の 防除 を 両立 さ せ た 防

除体系 の確立が望 ま れ る 。

お わ り に

ダ イ ズ生産現場 で は， 生 産 者 と 関 係 機 関 が一 体 と な

り ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 的 確 な 発生予察 と 防除 に 取 り 組 む

こ と が重要であ る 。 ま た ， 試験研究機関 で は ， 発生予察

の精度 を さ ら に 向上 さ せ ， よ り 効率 的 な 防除体系 を 確立

す る こ と が望 ま れ る 。 こ れ ら の 一連の 取 り 組み を推進す

る こ と が， 高品質で安定 し た 「 も う か る ダ イ ズ づ く り 」

に 取 り 組む う え で， 一層重要 に な っ て く る と 思わ れ る 。
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新 し く 登録 さ れた農薬 (13 . 3 . 1""'3 . 31 )
掲載 は ， 種類名 ， ilÎiGt:& (登録番号 : 製造業者 又 は 輸入業者) 登録年月 日 ， 有効成分お よ び含有量， 対象作物 : 対 象病

害虫 : 使用時期 お よ び回 数 な ど。 た だ し ， 除草剤 に つ い て は， 適用雑草 : 使用 方 法 を 記載 ( … 日 … 回 は 収穫何 日 前 ま で，
何回以 内散布又 は摘採何 日 前 ま で何回以 内 の 散布 の 略) 0 (登録番号 20595�20603) 新規成分 に は ア ン ダ ー ラ イ ン を 付 し
fニ 。

「殺虫剤」

ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ 剤

カグタ n ク (20598 : ト ー メ ン ， 20599 : ア グ ロ ス タ ー )
13 . 3 . 1 4  

ヤ マ ト ク サ カ ゲ ロ ウ ( ク リ ソ ペ ル ラ ・ カ ル ネ ラ ) 幼 虫 300
頭/ シ ー ト

い ち ご (施設栽縫い な す (施設栽培) : ワ タ ア プ ラ ム シ : 発
生初期 : 放飼

「殺菌剤」
ジ ク ロ シ メ ッ ト 粒剤

ダヲ ク.ÃlJtill/ (20600 : サ ン ケ イ 化学) 13 . 3 . 14 
稲 (箱育苗) : い も ち 病 : 播種時 (覆土前) �移植 当 日 : 育首

箱の 上か ら 均一 に 散布す る 。
ジ ク ロ シ メ ッ ト 粉郵j

デラ ク.Ãff}ilI/DL (20601 : サ ン ケ イ 化学) 13 . 3 . 14 
稲 : い も ち 病 : 14 日 前 : 2 回
ジ ク ロ シ メ ッ ト 水利剤

ヂラ ク.Ã 7Dアプ/1- (20602 : サ ン ケ イ 化学) 13 . 3 . 14 

稲 : い も ち 病 : 14 日 前 : 2 回
チ ウ ラ ム郵l

・宇 と グン R-2 7D77ツ'" (20604 : 米津化学) 13 . 3 . 26 
チ ウ ラ ム 40 . 0%
だ い ず : 紫斑病， だ い ず : ハ ト ， と う も ろ こ し カ ラ ス ・ キ

ジ ・ ハ ト : 播種前 : 塗沫処理 : 1 回
「除草剤」

カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル ・ ダ イ ム ロ ン ・ プ ロ モ プチ ド ・ ベ ン ス ル

フ ロ ン メ チ ル粒剤
ラクダー プ'D :/ 宇 ンダ (20595 : 北 海 三 共， 20596 : デ ュ ポ

ン ， 20597 : 永光化成) 13 . 3 . 1 4 
カ フ ェ ン ス ト ロ ー ル 4 . 2%
ダ イ ム ロ ン 9 . 0%
プ ロ モ プ チ ド 1 2 . 0%
ペ ン ス ル ア ロ ン メ チ ル 1 . 5%

移植水稲 : 水田一年生雑草及 び マ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ リ カ
ワ ・ へ ラ オ モ ダ カ ・ ヒ ル ム シ ロ ・ セ リ ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻類
に よ る 表 層 は く 離 : 移 植 後 3�15 日 ( ノ ピ エ 2 葉 期 ま
で) : ;嬢土~埴土 (減水深 1 . 5 cm/ 日 以下) : 水 田 に 小包装
(パ ッ ク ) の ま ま 投 げ入れ る 。

プ タ ク ロ ー ル ・ ACN 粒剤
アー クI-.Ãl.Jtill/ (20603 : ア グ ロ カ ネ シ ョ ウ ) 13 . 3 . 26 

プ タ ク ロ ー ル 2 . 5%
ACN 4 . 5% 

移植水稲 : 水田一年生雑草及 び マ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ (関 東 ・
東 山 ・ 東 海 を 除 く ) ・ へ ラ オ モ ダ カ (北 海 道， 東 北， 北
陸) ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る 表層 は く 離 (北海道， 東北，
近 畿 ・ 中 国 ・ 四 国) : (北 海 道 : 移 植 後 5�12 日 ( ノ ピ エ
1 . 5 薬 期 ま で) ) (全域 (北 海 道 を 除 く ) の 普 通 期 栽 培 地
帯 : 砂嬢 土~埴 土 (減 水 深 2 cm/ 日 以 下) ) : 溢 水散 布 : 1 
回
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